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「
後
納
制
度
」と
は

専
業
主
婦（
夫
）の
年
金
が

　
　
　
　
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
は
、国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

で
き
る
期
間
は
保
険
料
の
納
期
限（
納
付
対

象
月
の
翌
月
末
）か
ら
２
年
間
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
27
年

９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、10
年
間
に
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を「
後
納
制
度
」と
い
い
ま
す
。

■
後
納
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

　

①
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
額
で
き

　
　

ま
す
。

　

②
年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
可
能

　
　

性
が
あ
り
ま
す
。

　

③
第
３
号
被
保
険
者
期
間
の
不
整
合
記

　
　

録
で
２
年
以
上
前
の
保
険
料
未
納
期

　
　

間
に
つ
い
て
、納
付
す
る
こ
と
が
で
き

　
　

ま
す
。

■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、10
年
以
内
に

　
　

未
納
期
間
や
未
加
入
期
間
を
お
持
ち

　
　

の
方

　

②
20
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、①
の
期
間
の

　
　

ほ
か
国
民
年
金
の
任
意
加
入
を
し
て

　
　

い
た
期
間
に
未
納
期
間
が
あ
る
方

　

③
65
歳
以
上
で
、年
金
受
給
資
格
が
な
く

　
　

①
や
②
の
期
間
が
あ
る
方

※
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
際
の
注
意
事
項

　

①
古
い
月
分
か
ら
順
番
に
納
付
す
る
こ

　
　

と
に
な
り
ま
す
。

　

②
保
険
料
の
追
納
と
同
様
に
、当
時
の
保

　
　

険
料
の
額
に
一
定
の
金
額
が
加
算
さ

　
　

れ
ま
す
。

※
な
お
、後
納
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、お
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
、利
用
で

き
る
か
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
専
業
主
婦（
夫
）の
年
金

が
改
正
さ
れ
、会
社
員
の
配
偶
者
が
退
職
し

た
際
な
ど
に
年
金
の
切
り
替
え
の
手
続
き

が
遅
れ
た
り
ま
た
は
漏
れ
て
い
た
た
め
、保

険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
主
婦（
夫
）が

手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、年
金
の
受
け

取
り
が
可
能
に
な
っ
た
り
、年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

切
り
替
え
の
手
続
き
が
2
年
以
上

遅
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、今
す
ぐ

手
続
き
を
！

　

原
則
と
し
て
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
全

て
の
人
が「
年
金
」に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、会
社
員
の
配
偶
者（
第

2
号
被
保
険
者
）に
扶
養
さ
れ
て
い
る
専
業

主
婦（
夫
）（
第
3
号
被
保
険
者
）は
、保
険
料

を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、配
偶
者
が
退
職
し
た
場
合
や
本

人
の
年
収
が
増
え
た
と
き
な
ど
は
、手
続
き

（
第
3
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者

へ
の
変
更
手
続
き
）を
し
て
、保
険
料
を
納

め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
手
続
き
が
２
年
以
上
遅
れ
た
こ
と

が
あ
る
方
は
、２
年
以
上
前
の
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、保
険
料
の

「
未
納
期
間
」が
発
生
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、専
業
主
婦（
夫
）の
年
金
が
改

正
さ
れ
、こ
の
よ
う
な
方
は
手
続
き
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、「
未
納
期
間
」を「
受
給
資
格

期
間
」に
参
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

■
無
年
金
や
年
金
の
減
額
を
防
ぐ

　

手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、無
年
金
や

年
金
の
減
額
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、老
齢
年
金
だ
け
で
は
な
く
、万
一

の
時
の
障
害
年
金
な
ど
の
受
給
権
の
確
保

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

■
保
険
料
納
付
で
年
金
額
ア
ッ
プ
！

　

手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、本
来
は

遡
っ
て
払
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間

の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
最
大
10
年
分
）。保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

よ
り
、年
金
額
が
増
え
ま
す
。

※
平
成
27
年
４
月
か
ら
保
険
料
の
納
付
が

　

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。手
続
き
を
さ

　

れ
た
方
に
、平
成
27
年
４
月
に
向
け
て
保

　

険
料
納
付
の
ご
案
内
を
郵
送
す
る
予
定

　

で
す
。

　

詳
し
く
は
、国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
、ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
―
0
1
1
―
0
5
0

　

0
5
0
ま
た
は
0
7
0
か
ら
は
じ
ま
る

電
話
で
お
か
け
に
な
る
方

　

☎
0
3
―
6
7
3
1
―
2
0
1
5

〈
受
付
日
時
〉

･
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

５
時
15
分

　

※
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
火

　

曜
日
）は
午
後
7
時
ま
で

･
第
2
土
曜
日

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

　
（
祝
日
及
び
12
月
29
日
〜
平
成
26
年
1
月

　

3
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。）

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、基
礎
年
金
番
号

が
分
か
る
も
の（
年
金
手
帳
等
）を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。
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